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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月15日(2010.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数色のカラーパッチを有するチャートを撮影レンズにより撮影して、カラープロファ
イル作成用のカラーパッチ信号を得る撮像装置であって、
　前記チャートの種別を特定する特定手段と、
　前記撮影レンズの焦点距離を取得する取得手段と、
　前記焦点距離に基づいて、前記チャートの種別に対する撮影距離を決定する決定手段と
、
　前記撮影距離を報知する報知手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記特定手段は、選択可能な複数のチャート種別のうち、ユーザ指示に応じて前記チャ
ートの種別を選択することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記報知手段は、ファインダに前記撮影距離を重ねて表示することを特徴とする請求項
１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　さらに、前記ファインダの視野範囲に前記チャートの位置指標となるチャート撮影枠を
表示するファインダ表示手段、
　を有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　さらに、チャート撮影モードを設定するモード設定手段を有し、
　前記特定手段、前記取得手段、前記決定手段、および前記報知手段は、前記チャート撮
影モードが設定されている場合に機能することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
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項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　複数色のカラーパッチを有するチャートを撮影レンズにより撮影して、カラープロファ
イル作成用のカラーパッチ信号を得る撮像装置の制御方法であって、
　特定手段が、前記チャートの種別を特定する特定ステップと、
　取得手段が、前記撮影レンズの焦点距離を取得する取得ステップと、
　決定手段が、前記焦点距離に基づいて、前記チャートの種別に対する撮影距離を決定す
る決定ステップと、
　報知手段が、前記撮影距離を報知する報知ステップと、
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置が有する各手段とし
て機能させるためのコンピュータプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のコンピュータプログラムを格納したコンピュータ読取り可能な記憶媒
体。
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